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建設関連業種が総力を傾けたビッグプロジェクト
新国立競技場が出来るまでの定点観測記録・抄
～2020 東京オリパラの主役がいよいよ降臨～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （取材／本紙編集部）

                                                               

は、今のところ評判があまり良くないらしい。
　観客からは場内の導線が分かりにくい、席が狭いな
どの苦情が出ている。またサッカー関係者からは、全
国各地にサッカー専用の優れたスタジアムが出来てい
ることなどもあり、それらとの比較で「何かと使い勝
手が悪い」という声が少なからず出ている。
　さらに構造上の問題として、たとえば「杜のスタジ
アム」のコンセプト通りに 47 都道府県から調達した
木材を各所に配した自慢の意匠が、逆に近隣の代々木

☆これからどう成長させていくかが新国立の課題
　今年の元旦――。ついに「完成」なった新国立競技
場（2020 東京オリパラではナショナルスタジアムの
名称が使用されるらしい）において、旧国立競技場で
は元旦恒例だった「天皇杯サッカー」決勝が 6 年ぶり
に、今度は新国立競技場を舞台に開催された。
　昨年 11 月 30 日には、建設に携わった大成建設・
梓設計・隈研吾建築都市設計事務所共同企業体から、
発注元の独立行政法人日本スポ―振興センターへの
「引き渡し式」が行われた。また 12 月 21 日には開業
となり、年内にいくつかのお披露目イベントなどが行
われたことも、ニュースで報じられた。
　そして迎えた今年元旦、スポーツ施設としての新国
立競技場が初めて実施したスポーツ競技が「天皇杯
サッカー」決勝なのだ。ちなみに全国のプロアマ・チー
ムが多数参加して、日本一を決める「天皇杯サッカー」
は今年が 99 回目。来年は記念すべき 100 回目の大
会が行われ、決勝も恐らくは「恒例」を引き継ぎ、新
国立競技場で開催されるはずだ。しかし、実際に新国
立競技場を体感したサッカー関係者や一部の観客から

のが、まぁ、常識なのではないだろうか。
　換言すれば、この巨大な器を今後、どのように使い
勝手のいいものにしていくのか？　そんな楽しみも逆
にある、とはいえないだろうか。
　J リーグの試合などを幾度となく観戦に訪れていた
経験から、筆者は旧国立競技場にかなり親しみをもっ
ていた。だから旧国立競技場を壊して新国立競技場を
つくるという話を聞いたとき、軽い失望を感じもした。
けれどもその後、旧国立競技場の解体から、新国立競
技場の建設を定点観測するうちに、新国立競技場に対
する親近感も徐々に生じていった。
　大型の建設物はそれをつくるために関係したすべて
の人々にとって、いわば「我が子」のようなものだろう。
子どもの頃に多少の出来の悪さが指摘されても、長じ
るにつれ、見違えるような若者になり、成熟した大人
になっていく可能性は誰にもある。
　それに出来の良し悪しなどというものは、感じる人
の受け取り方次第である。世間では出来が悪いとされ

公園や明治神宮に棲息する野鳥の人気を呼び（笑）、「巣
作り」に使われそうだとの予測もされている。
　また、陸上競技場とグラウンドの併設型であり、し
かも旧国立競技場よりも規模が大きいため、五輪後の
使い道がもうひとつ、明確にされていないのも気にな
る。サッカーやラグビーの試合を開催するには、陸上
競技のコースが邪魔になる。コンサート会場としても
ちょっと大きすぎる上に、音響効果に優れた屋内型の
大型競技場が全国各地にあるなど、新国立競技場の五
輪後の苦戦は必至とみる向きが少なくない。
　色々な意味でみんなに親しまれていた上に、存続運
動まで起こった旧国立競技場をわざわざ壊し、「新し
いレガシー（遺産）」を創るとの触れ込みで建設され
た新国立競技場は、スタート早々から評判が芳しくな
いのだ。恐らく、現時点でいわれている各種の批判は、
実際にその通りなのだろう。
　しかし、一個の巨大な建設物が国民に慣れ親しまれ
ていくまでには、大きいが故に時間もいっぱいかかる

2019 年 12 月 11 日発行 通巻 3126 号　写真⑤～
⑦は着工から 9 か月目（2017 年 11 月）の様子だ。
なかでも写真⑥では遮蔽幕の向こうに出来立てのスタ
ンドがすでにみえている。
　写真⑧～⑩までは 2018 年に何度かに分けて撮影し
たもの。新国立競技場のカタチが着々と出来ていく様
子がわかる。
　写真⑪～⑬は 2019 年 5 月の撮影で、ほぼ全貌が
明らかになりつつある様子を撮った。
　そして写真⑭は、旧国立競技場に設置されていた聖
火台のレプリカ（本物は保存されているのだろうか）
で、写真⑮は新国立競技場の隣接地に建設されたばか
りの日本体育協会（新体協）の新ビル前にたたずむ近
代オリンピックの父「ピエール・ド・クーベルタン男
爵（フランス、1863～ 1937年）」のブロンズ像。
　かくして紆余曲折のあった新国立競技場の舞台立て
は、ここにきて一気に整ってきた。写真⑯にあるよう
な建設工事の残り香ともいうべきコーンや周囲の仮塀
はすべて取り除かれ、今年 7 月 24 日には、この新国
立競技場にて 2020 東京オリパラの開会式が挙行され
ることになる。オリンピックは 8 月 9 日までの開催。

るところがむしろ愛らしいという感じ方だってある。
　その完成までのプロセスを定点観測してきた本紙と
しては、やっと生まれた新国立競技場に関しては親戚
の叔父さんのような気分で（笑）、今後の「成長」を
温かく見守っていきたいと考えている。

☆2020東京オリンピックの開会式は 7月 24日 !!
　というわけで、今回は膨大な撮影データのなかから
ごく一部をピックアップし、新国立競技場の出来るま
でを駆け足で追っていきたい。
　まず写真①は昨年 12 月 20 日の撮影。引き渡しか
ら約 3 週間目の「完成形」だ。一転して写真②③は旧
国立競技場が解体、整地されている様子。2017 年 2
月なので、着工（2016年 12月）から 3か月目だ。
　写真④は、解体が決まった頃の旧国立競技場の正面
入口付近（撮影は 2014年 9月）。
　上部の壁には TOKYO1964 の輝かしいエンブレム
が取り付けられ、左右に「第十八回オリンピック競技
大会優勝者」として各競技の金メダリストの名前と国
籍が彫り込まれている。この壁はレガシーとして今も
どこかで保存されているのだろうか？

パラリンピックは8月25日～9月6日までの開催だ。

写真①／完成した新国立競技場（2019 年 12 月）

写真②／解体・整地中の模様（2017 年 2月）

写真③／車両出入口の向こうはまだ何もない（2017 年 2月）

2020 年 1 月 8 日発行 通巻 3129 号
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